
補助事業の成果の概要

 単眼カメラによる距離計測とGPS位置情報を独自の地図データと照合することで、車両ごとの道路交通法違
反の状況を網羅的かつ正確に把握する技術を開発。

技術開発課題の概要

 単眼カメラを用いた距離・角度自動計測システムを開発し、道路交通法違反に係る映像鑑定を短時間かつ
高精度に実現。

 準天頂衛星システム「みちびき」の高精度位置情報を利用した道路交通法遵守「見える化」システムを開発。
事故削減・保険料削減・コンプライアンス遵守を促す交通安全サービスの提供を開始。

I-Challenge! における成果

 走行車両の位置特定を交通ルール等制限情報を地図上にマッピングし、これとGPSを併せて行うというのは
画期的でかつ現在の技術でも極めて精度が高いことを評価。さらに試験期間中に準天頂衛星の情報をいち
早く活用、またテレマティクス分野で大手損保との提携を発表するなど進捗は目覚しい。
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